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ませてあげようと思って。乾杯や」と，つぶやいています。「血が繋がってえんでもやっぱりかわい







































表 1 思考の二つのモード Bruner (1986)にもとづき作成 
































単 一 の 確 定 的 な 指 示 的 意 味
（reference)が重視される 
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